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第
３
分
科
会　
「
性
に
関
す
る
指
導
」

【
研
究
発
表
Ⅰ
】

　

命
を
大
切
に
す
る
児
童
の
育
成

　

〜 

性
に
関
す
る
指
導
案
集
の
活
用
を
図
る

　
　

北
上
市
学
校
保
健
会
の
取
り
組
み
か
ら
〜

　
北
上
市
立
二
子
小
学
校　

養
護
教
諭　

小
原
香
代
子

【
研
究
内
容
・
成
果
・
課
題
】

① 

過
年
度
作
成
し
た
指
導
案
集
か
ら「
生

命
の
尊
重
」
領
域
を
中
心
と
し
、
指

導
資
料
・
教
材
の
作
成
と
交
流
を
行
っ

た
。
胎
児
の
成
長
パ
ネ
ル
や
、
胎
児
人

形
、
妊
婦
体
験
リ
ュ
ッ
ク
を
作
成
し
、

授
業
実
践
に
つ
な
げ
た
。

② 

授
業
実
践
記
録
用
紙
を
作
成
し
、
記

録
の
集
積
と
検
討
を
行
っ
た
。
指
導

案
集
は
、
１
〜
４
年
生
で
特
に
活
用

さ
れ
て
い
た
。
教
材
教
具
の
使
用
状

況
か
ら
、
授
業
者
が
必
要
と
す
る
も

の
は
何
か
、
ま
た
発
達
段
階
に
応
じ

た
教
材
の
選
定
が
必
要
な
こ
と
が
分

か
っ
た
。

③ 

外
部
講
師
に
よ
る
授
業
を
参
観
し
、

助
産
師
と
養
護
教
諭
そ
れ
ぞ
れ
の
思

い
を
交
流
し
た
。

④ 

校
内
で
指
導
の
推
進
を
図
る
た
め
、

学
年
毎
の
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
、
板
書
の
写

真
を
撮
っ
て
お
く
と
よ
い
。
授
業
内

容
は
、
学
級
通
信
や
会
報
に
掲
載
し
、

家
庭
や
地
域
に
広
め
て
い
く
。

平
成
25
年
８
月
８
日
・
９
日　

山
梨
県
甲
府
市

第
46
回   

東
北
学
校
保
健
大
会

記
念
講
演　

　
「
愛
と
夢
と
勇
気
を
育
む
健
康
な
学
校
づ
く
り

　
〜 

Ｗ
Ｈ
Ｏ
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
視
点
か
ら
〜
」

　
順
天
堂
大
学
大
学
院
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
研
究
科

 

教
授　

島
内　

憲
夫

　
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
提
案
す
る
健
康
な
学
校
づ
く
り
は
、
健

康
的
な
生
活
習
慣
づ
く
り
を
含
む
幅
広
い
ヘル
ス
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
大
事
な
５
つ
の
視
点
「
①
健

康
な
学
校
づ
く
り
施
策
②
健
康
を
支
援
す
る
環
境

づ
く
り
③
地
域
健
康
づ
く
り
活
動
の
強
化
④
個
人

技
術
の
開
発
⑤
ヘル
ス
サ
ー
ビ
ス
の
方
向
転
換
」が
あ
る
。

　
「
健
康
な
学
校
づ
く
り
」
と
は
、
学
校
に
関
係
す

る
す
べ
て
の
人
々
が
子
ど
も
達
の
健
康
を
支
援
す
る

た
め
に
協
力
し
て
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
で
あ
る
。

基
調
講
演

　
「
生
き
る
力
を
育
む
健
康
教
育
の
推
進
と

　

  

養
護
教
諭
の
役
割

　

〜 

児
童
生
徒
の
心
身
の
健
康
問
題
へ
の

対
応
と
養
護
教
諭
〜
」

　

文
部
科
学
省
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
局

　

学
校
健
康
教
育
課
健
康
教
育
企
画
室

 

健
康
教
育
調
査
官　

岩
崎　

信
子 

　

学
校
保
健
安
全
法
の
改
正
を
受
け
、
養
護
教
諭

は
、
心
身
の
健
康
教
育
の
推
進
等
を
求
め
ら
れ
て
い

る
。
日
進
月
歩
す
る
医
学
知
識
や
技
術
の
習
得
に

努
め
専
門
職
と
し
て
の
研
鑽
を
積
ん
で
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
「 

生
き
る
力
を
育
む
健
康
教
育
の
推
進
と

養
護
教
諭
の
役
割

　

〜
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
た

　
　

学
校
保
健
活
動
〜
」

　

＊
山
梨
大
学
大
学
院　

教
授　

中
村　

和
彦

　

健
や
か
な
子
ど
も
を
育
む
た
め
の
キ
ー
・
ワ
ー
ド

が
あ
る
。
統
一
性
：
目
的
・
重
要
性
の
共
通
理
解
。

構
造
化
：
地
域
ネ
ッ
ト
や
モ
デ
ル
化
。
継
続
性
：
長

期
的
な
取
り
組
み
。学
校
や
地
域
の
特
性
を
生
か
し
、

発
達
段
階
に
応
じ
て
目
指
す
子
ど
も
像
や
指
標
を

設
定
、
計
画
・
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
＊
千
葉
県
市
川
市
学
校
保
健
会　

評
議
員　

小
林　

靖
幸

　

子
ど
も
生
活
習
慣
病
予
防
対
策
は
、
ヘル
シ
ー
ス

ク
ー
ル
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
る
学
校
と

地
域
医
療
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
検
診
を
す
す
め
て

い
る
。
更
に
、
子
ど
も
の
生
活
習
慣
の
問
題
点
を
明

確
化
し
、
そ
れ
を
も
と
に
充
実
し
た
保
健
指
導
を
展

開
し
て
い
る
。

　
＊
熊
本
県
熊
本
市
黒
髪
小
学
校　

校
長　

藤
本　

典
子

　

養
護
教
諭
の
役
割
と
し
て
積
極
的
に
専
門
性
を

発
揮
し
、
教
務
主
任
・
研
究
部
長
と
と
も
に
心
身

の
健
康
教
育
を
推
進
し
、
教
育
課
程
の
工
夫
、
教

科
や
学
級
活
動
への
位
置
づ
け
、「
心
の
教
育
」
の
校

内
研
究
、
心
を
見
つ
め
る
活
動
、
家
庭
・
地
域
と
の

連
携
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
＊
群
馬
県
教
育
委
員
会
健
康
体
育
課　

指
導
主
事

 

山
田　

知
利

　

中
学
校
区
の
幼
・
小
・
中
・
高
に
よ
る
地
域
合

同
学
校
保
健
委
員
会
の
組
織
づ
く
り
は
、
子
ど
も
の

健
康
実
態
を
縦
断
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
、
問
題
解
決
の
た
め
に
非
常
に
有
効
な
取
り
組

み
で
あ
る
。

　
＊
山
梨
県
富
士
河
口
湖
町
立
河
口
湖
北
中
学
校
養
護
教
諭

 

小
佐
野
登
美
子

　

発
育
発
達
を
踏
ま
え
て
子
ど
も
の
つ
ま
ず
き
を
的

確
に
捉
え
、
将
来
を
見
据
え
て
支
援
し
て
い
く
体
制

づ
く
り
と
、
校
内
体
制
か
ら
地
域
体
制
へ
と
発
展
し

な
が
ら
、
子
ど
も
を
地
域
ぐ
る
み
で
支
援
す
る
こ
と

が
重
要
性
で
あ
る
。

 

（
陸
前
高
田
市
立
米
崎
小
学
校　

紺
野
洋
子
）

平
成
25
年
度     

全
国
養
護
教
諭
研
究
大
会

「
生
涯
を
通
じ
て
、
心
豊
か
に
た
く
ま
し
く　

生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む
健
康
教
育
の
推
進
」

　
 

〜
進
ん
で
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
子
ど
も
の
育
成
〜

生
き
る
力
を
育
む
健
康
教
育
の
推
進
と
養
護
教
諭
の
役
割

 　
〜
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
た
学
校
保
健
活
動
の
実
践
〜

平
成
25
年
８
月
６
日
・
７
日　

岩
手
県
盛
岡
市

主  題

主  題　　　　　　　　

分
科
会
報
告

【
研
究
発
表
Ⅱ
】

　

性
に
関
す
る
指
導

　

〜 

か
け
が
え
の
な
い
自
分
の
人
生
を
守
る
た
め
に
〜

　
青
森
県
立
大
湊
高
等
学
校　

養
護
教
諭　

三
上　

裕
理

【
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
】

　

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
、
自
分
自
身
で
人
生
の

ゴ
ー
ル
（
自
己
実
現
）
を
見
つ
け
、
そ
れ
を
生
き
生

き
と
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
く
能
力
を
育
て
る
た

め
、
身
近
で
信
頼
で
き
る
仲
間
（
ピ
ア
）
か
ら
仲
間

へと
い
う
視
点
で
働
き
か
け
を
行
う
健
康
教
育
の
手

法
。
仲
間
に
共
感
・
共
有
し
な
が
ら
寄
り
添
っ
て
、

問
題
に
正
し
く
対
処
で
き
る
よ
う
自
己
決
定
や
問

題
解
決
の
能
力
を
高
め
る
こ
と
を
支
援
す
る
活
動
。

【
課
題
】

① 

大
学
生
の
言
葉
遣
い
に
つ
い
て
、
高
校
の
教
師
か

ら
疑
問
が
出
た
。
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
目
的

に
沿
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
教
師
の
共
通
理
解

と
、生
徒
への
事
前
指
導
等
の
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

② 

生
徒
の
感
想
に
「
将
来
」
と
い
う
言
葉
が
多
く
、

自
分
の
人
生
を
大
切
に
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
が
見

ら
れ
た
。
そ
の
気
持
ち
を
持
ち
続
け
ら
れ
る
よ
う

働
き
か
け
の
継
続
と
、知
識
の
定
着
を
図
り
た
い
。

〈
協
議
の
柱
〉

①
学
校
全
体
で
共
通
理
解
を
図
る
こ
と
。

② 

家
庭
・
地
域
と
の
連
携
を
促
進
し
、
保
護
者
や

地
域
の
理
解
を
得
る
こ
と
。

　

余
談
で
す
が
、
岩
手
県
内
で
養
護
助
教
諭
と
し
て

勤
務
し
て
い
る
男
性
の
発
言
が
あ
り
、
フ
ロ
ア
が
盛

り
上
が
っ
た一瞬
が
あ
り
ま
し
た
。

　
（
金
ケ
崎
町
立
永
岡
小
学
校　

佐
藤　

知
恵
）


